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人権侵害や差別などでお悩みの方は，人権相

談員にご相談ください。

相談は無料で秘密は守られますので，気軽に

相談してください。
●相談日時 土・日・祝日は除く

8:30～17:00

●場 所 三原市大和人権文化センター

●電 話 0847-33-1308

参加者の感想

報道，伝えられていることは，ほんの一部

であり，そして変えられ真実が消されてい

る事実を改めて実感しました。

開催日：1２月１日

人権学習会の始めに，オカリナ大和教室 心音（こころね）の皆さんによる演奏がありました。

「かあさんの歌」｢川の流れのように｣「サライ」の三曲とも，すばらしい演奏で参加者もじっと聞き

入っていました。

続いて，「沖縄を通して考える人権」「沖縄を通して考える人権」「沖縄を通して考える人権」「沖縄を通して考える人権」という演題で，ヒロシマ人権財団理事，広島沖縄県人会会

員，尾道市議会議員の城間和行さんを講師にお招きし，ご講演いただきました。

最初に，沖縄が本土復帰（1972年）までの歴史と現状について話しをされました。

1879年に軍事力によって沖縄県を設置し，言語や文化を抑圧する中で，沖縄出身者を徹底的に差

別してきました。（琉球処分）

また，1945年に始まった沖縄戦では，集団自決等で亡くなられた人を含め，犠牲者は12万人を

超えています。その内の約1万5千人は，隣近所で殺しあって亡くなる等，戦争が始まる前に敵に殺

されていない戦死者でした。

人間を人間とみなさないこの事実は，敗戦後の基地問題にも共通して言えることではないでしょう

か。米軍だけが使っている基地（在日米軍専用施設）の約70％が沖縄に集中しており，70年間もこ

れを放置してきたこと，そのことが「構造的沖縄差別」であるということを話されました。

沖縄の問題は，人権の問題であり，差別の問題でもあります。私たち一人ひとりが，沖縄のことを

もっと知って，考えていくことが大切なのではないでしょうか。

さわやか健康体操さわやか健康体操さわやか健康体操さわやか健康体操のお知らせのお知らせのお知らせのお知らせ

日 時 １０日(木)・１７日(木)・２４日(木)・３１日(木)

13:30～14:30

持参物 バスタオルなど床に敷くもの

問い合わせ先 高齢者福祉課(0848-67-6055)

大和地域センター心配ごと相談大和地域センター心配ごと相談大和地域センター心配ごと相談大和地域センター心配ごと相談のお知らせのお知らせのお知らせのお知らせ

日 時 １月１８日(金) 9:00～12:00

場 所 大和人権文化センター 会議室

相談内容 くらしの相談

相談員2名で対応します。次回は，２月１５日(金)の

予定です。

電話による相談も受け付けています。

大和人権文化センター(0847-33-1308)

なんともつらい気持ちで聞かせていただき

ました。沖縄のことについて多少聞き知っ

ていることもありましたが，今日お聞きし

て考えさせられることが多かったです。

広島県には，２３の市町がありますが，現在，そ

のうちの１２の市町（三原市も2016年8月1日に

導入）が，登録型本人通知制度を導入しています。


